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●
論
文
●

「と
も

に
学

ぶ
キ

ャ
ン
パ

ス
作
り
」

段
階
を
迎
え

た
障
害
学
生
支
援

の

旭

洋

一
郎

（長
野
大
学
教
授
）

一

は
じ
め
に

現
在
、
わ
が
国
の
四
年
制
大
学
で
学
ぶ
障
害
の
あ
る
学
生
数
は
約

二
、
○
○
○
名
と
さ
れ
る

（注
、）。
こ
れ
は
全
国
の
四
年
制
大
学
に
在

学
す
る
全
学
生
の
○
・〇
七
％
に
す
ぎ
な

い
。
ま
た
、
東
京
と
大
阪
に

限
る
が
、
養
護
学
校
卒
業
者
の
内
、
進
学
者
は
東
京
○
・七
％

（平
成

一
六
年
度
）（注2）、
大
阪
○
・
一
三
％

（平
成

一
五
年
度
）（注
3＞で
あ
る
。

受
け
入
れ
る
大
学
が
増
え
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
障
害
の
あ
る
者
に

と
っ
て
現
在
の
大
学
は
や
は
り
狭
き
門
な
の
で
あ
る
。

本
稿
は
長
野
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援

の
取
組
を
紹
介
し
な

が
ら
、
障
害
学
生
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
長
野
大
学
は
長
野
県
上
田
市
に
あ
り
、
産
業
社
会
学
部
と
社
会
福

祉
学
部
か
ら
な
る
全
学
生
数

一、
七
九
〇
名
の
私
学
で
あ
る
。
地
域
貢

献
と
学
問
の
生
活
化
を
建
学
の
理
念
に
掲
げ
、
大
学
創
設
時
よ
り
障

害
の
あ
る
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
地
道
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
歴
史
は
三
〇
数
年
に
な
り
、
と
も
に
学
び
あ
う
環
境
作
り

に
努
力
し
、
障
害
者
特
別
入
試
を
実
施
し
て
い
る
大
学

の

一
つ
で
あ

る
。
現
在
、
障
害

の
あ
る
学
生
は
三
二
名
在
学

（注
4）し
て
い
る
。
卒

業
生
の
中
に
は
行
政
、
実
業
、
教
育

・
研
究
、
マ
ス
コ
ミ
等

の
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
も
ち
ろ
ん

本
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
は
未
だ
試
行
錯
誤

の
連
続
で
あ
る
。

一
一

長
野
大
学
と
障
害
学
生

教
育
機
関
が
障
害
の
あ
る
学
生
を
受
け
入
れ
る
場
合
、
し
ば
し
ば

繰
り
返
さ
れ
る
議
論
が
あ
る
。
受
け
入
れ
が
先

か
、
環
境
整
備
が
先

か
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
特
に
本
学
は
丘
陵
地
に
立
地
し
、
坂
道
や

階
段
が
多

い
こ
と
か
ら
環
境
整
備
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
た
。

ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
現
在
あ
る
の
か
、
簡
単
に
振
り
返
り
た
い
。

（
一
）
「受
け
入
れ
」
の
第

一
段
階

長
野
大
学
の
障
害
学
生
受
け
入
れ
は
本
学
の
草
創
期
か
ら
で
あ

る
。
大
学
草
創
の
時
期
に
既
に
聴
覚
障
害
、
脳
性

マ
ヒ
等
の
肢
体
不

自
由
、
視
覚
障
害
を
も

つ
学
生
が
在
学
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
、

在
学
し

て
い
た
あ
る
卒
業
生
は

「情
報
が
つ
か
め
な
い
、
教
室

の
プ

レ
ー
ト

が
確
認
で
き
な
い
、
階
段
が
恐
い
な
ど
不
安
も
多
か

っ
た
」

と
語

っ
て
お
り
、
施
設

・
設
備
、
講
義
に
お
け
る
情
報
保
障
な
ど
学

習
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で

あ
る
。
む
ろ
ん
、
当
時
の
教
職
員
は
可
能
な
限
り
支
援
を
行

っ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
大
学
と
し
て

一
定
の
組
織
的
な
配
慮
は
行
わ
ず
、

そ
の
時

の
環
境

・
設
備
に
お
い
て
学
べ
る
障
害
者
を
受
け
入
れ
て
い

た
と

い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
消
極
的
で
は
あ

っ
た
が
、
本
学
に
学
ん
だ
障
害
学
生

は

一
九
八
○
年
以
降
七
六
名
を
数
え
、
現
在
、
民
間
企
業
の
み
な
ら

ず
各
界

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
障
害
が
あ
る
学
生
本
人
の
努
力
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
教
職
員
や
学
生
の
い
わ
ば
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
支
援

で
支
え
ら
れ
て
い
た
時
期
で
あ

っ
た
。

（二
）
改
善

へ
の
取
組

本
学
は
長
野
県
下
で
唯

一
の
社
会
福
祉
が
学
べ
る
大
学
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
ほ
ぼ
毎
年
障
害
の
あ
る
受
験
生
か
ら
入
試
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
。
受
験
を
拒
否
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
車

椅
子
利
用
の
受
験
生
に
は
不
利
で
あ

っ
た
。
入
学
試
験
制
度
の
見
直

し
の

一
環
と
し
て

「障
害
学
生
の
た
め
の
入
学
試
験
制
度
」
を
検
討

す
る
必
要
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
。

一
九
九
九
年
五
月
、
本
学
の
社
会
福
祉
学
科
は

「障
害
者
特
別
推

薦
入
試
検
討
案
」
を
ま
と
め
、
教
授
会
に
提
案
し
改
善

へ
の

一
歩
を

示
し
た
。
こ
の
検
討
案
は
、
階
段

・
段
差
が
多

い
環
境
、
早
急
な
設

備
改
善
が
望
め
な

い
学
内
状
況
を
踏
ま
え
、
「受
験
生
自
身
に
よ
る

学
習
環
境

の
適
合
性
の
把
握
及
び
大
学
側
が
ど

の
よ
う
な
対
応
を
必

要
と
す
る
か
の
見
極
め
」

（説
明
と
同
意
）
を
条
件
と
し
た
入
学
試

験
制
度
を
提
案
し
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
学
部
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
委

員
会
を
設
け
、
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

障
害
者
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
は
半
年
に
わ
た
り
検
討
し
、
翌
年
四
月
、

提
言

（答
申
）
を
ま
と
め
学
部
長
に

「今
後
の
長
野
大
学
に
お
け
る
障

害
学
生
サ
ポ
ー
ト
と
入
試
制
度
の
あ
り
方
」
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
長
野
大
学
は
、
平
成

＝
二
年
度
か
ら

「障
害
者
特
別
入
学
試
験
」

を
実
施
し
、
併
行
し
て
障
害
学
生
支
援
制
度
を
制
度
化
し
、
障
害
学

生
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
す
す
め
る
体
制
を
と

っ
た
の
で
あ
る
。

（三
）
支
援
体
制
の
整
備
と
障
害
者
特
別
入
試

障
害
者
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
の
提
言
の
骨
子
は
、

①
現
在
の
本
学
施
設

・
設
備
と
教
育
体
制

に
つ
い
て
の
評
価

（各
障
害
と
の
対
応
で
）
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②
上
記
の
不
備
を
改
善
す
る
方
策
と
、
障
害
者

へ
の
サ
ポ
ー
ト

の
あ
り
方

③
障
害
者
に
対
す
る
受
け
入
れ
の
あ
り
方
と
入
試
の
方
法

④

「常
設
委
員
会
」
設
置
と
委
員
会
対
応
範
囲

（役
割
）
の
検
討

か
ら
な
り
、
自
立
生
活
運
動
の
発
祥
の
地
と
な

っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
の
事
例
や

（差
別
修
正

措
置
）
原
理
を
念
頭
に
置
き
、
先
駆
的
な
取
組
を
行

っ
て
い
る
先
例

を
モ
デ
ル
と
し
な
が
ら
、
「障
害

の
あ
る
者
の
大
学
教
育
の
機
会
の

拡
大
を
は
か
り
、
本
学
の
社
会
貢
献
に
資
す
る
」
と
い
う
基
本
理
念

を
置
き

、
設
備
改
善
、
入
学
試
験
制
度
、
情
報
保
障
、
専
門
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て
方
向
を
示
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
本
学
の

「高
等

教
育
機
関
に
お
け
る
障
害
が
あ
る
学
生
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
の

本
格
的
実
施
の
段
階
に
進
む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
整
備
の
具
体
的
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
社
会
福
祉
実
習

・
教
育
実
習

支
援
、
就
職
支
援
、
下
宿

（ア
パ
ー
ト
）
生
活
支
援
な
ど
に
つ
い
て

は
充
分

に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
制
約
は
あ
る
が
、
本
学
全
体
の
合
意

が
得
ら
れ
た
提
言
の
意
義
は
大
き

い
も
の
が
あ

っ
た
。

三
　
長
野
大
学
の
障
害
学
生
支
援

　

本

学

の
障

害

学

生
支

援

は

、

入
試

に
は

じ

ま

り

、
講

義

・
演

習

・

実

習

・
定

期

試

験

に

お
け

る
サ

ポ

ー
ト

、

学

生

生
活

、

就

職

（キ

ャ

リ

ア

・
サ

ポ

ー
ト

）

に
わ

た

る
。

ま
ず
入
試
で
あ
る
が
、
本
学
で
行
わ
れ
て
い
る
障
害
者
特
別
入
試

は
、
障
害
の
状
況
や
学
習
意
欲
の
確
認
、
本
学

の
学
習
環
境
を
説
明

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
入
試
前

に
受
験
生
に
対
し
て

大
学
説
明
会
、
授
業
参
加
機
会
の
提
供
、
面
談

を
実
施
し
て
い
る
。

選
考
方
法
は
、
当
初
、
「対
話
型
A
O
入
試
」
方
式
に
よ

っ
て
行
わ

れ
た
が
、
よ
り
客
観
的
な
学
力
評
価
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

現
在
は

「小
論
文
試
験
」
方
式
に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
る

（他

の
推

薦

・
一
般
試
験
制
度
に
お
け
る
受
験
も
認
め
、
別
室
受
験
な
ど
の
配

慮
も
行

っ
て
い
る
）
（注
5）。

　
情
報
保
障
制
度
の
運
営
と
学
生
生
活
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
障

害
学
生
支
援
委
員
会
が
置
か
れ
、
学
生
課
が
窓

口
と
な
り
ハ
ー
ド

・

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
制
度
の
運

営

（ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
募
集
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
調
整
）、
ノ
ー
ト
テ

イ
ク
講
習
会
の
開
催
、
教
室

・
ト
イ
レ
等
の
学
内
設
備
の
整
備
、
関

係
す
る
支
援
機
器
整
備
、
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
管
理
な
ど
で
あ
る
。

　
講
義
や
定
期
試
験
、
履
修
登
録
な
ど
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
は
、
教

務
委
員
会
、
教
務
課
を
中
心
に
行
わ
れ
、
全
教
員

へ
の
配
慮
事
項
の

伝
達
も
重
要
な
業
務
で
あ
る
。
図
書
館
に
お
い
て
も
点
字
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
を
置
き
、
視
覚
障
害
の
あ
る
学
生
に
対
応

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
支
援
は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
毎
月
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
懇
談
会
を
開
き
、
利
用
者

・
支
援

者
双
方
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
調
整
を
行
い
、
要
望
や
意
見
を
共
有
す

る
機
会
を
設
け
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
全
般
に
つ
い
て
も
年
二
回
の
教

職
員
と

の
懇
談
会
と
個
別
面
談
を
行

い
、
要
望
や
問
題
点
の
把
握
に

努
め
て

い
る
。

　
以
上
の
情
報
保
障
制
度
の
運
営
や
サ
ポ
ー
ト
に
は
障
害
の
な
い
学

生
の
参
加

・
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
だ
け
で
は
な

く
、
授
業
資
料
な
ど
の
点
訳
は
学
生
サ
ー
ク
ル
が
行

っ
て
お
り
、
学

生
自
治
会
、
長
野
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら

に
ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス
外
の
下
宿

・
ア
パ
ー
ト
で
の
生
活
支
援

に
つ
い
て
は
、
本
学
周
辺
の
ア
パ
ー
ト
経
営
者
で
組
織
す
る

「上
田

下
宿
組
合
」
の
協
力
が
あ
る
。
下
宿
組
合
は
、
障
害
の
あ
る
学
生
が

入
居
す

る
ア
パ
ー
ト
ご
と
に
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
組
織
を
作
る
よ
う
働

き
か
け
、
通
学
、
買
い
物
等
日
常
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う
準

備
し
て

い
る
。
さ
ら
に
全
て
で
は
な
い
が
新
築
の
ア
パ
ー
ト
に
お
い

て
は
、
本
学
社
会
福
祉
学
科
の
障
害
者
福
祉
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
意

見
を
求

め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
慮
し
た
設
計
が
行
わ
れ
た
こ
と
も

特
筆
さ
れ
る
。

四
　
と
も
に
学
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
作
り
の
課
題

　
現
在

、
本
学
に
は
三
二
名
の
障
害
の
あ
る
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

一
般
学
生
と
同
様
に
ワ
ン
ル
ー
ム
の
下
宿
か
ら
通
学
し
て
い
る
学
生

も

い
れ
ば
、
バ
ス
と
電
車
を
乗
り
継
ぎ
通
学
し
て
い
る
学
生
も
い
る
。

最
近
よ
う
や
く
車
の
免
許
を
取
得
し
、
自
動
車
通
学
に
切
り
替
え
た

学
生
も
い
る
。
本
学
と
私
鉄
の
駅
の
間
に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
と
音
響

装
置
付
き
信
号
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
下
宿
組
合

の
協
力
に
よ
り
、
引

き
戸
の
ド
ア
や
段
差

の
解
消
等
が
施
さ
れ
た
ア
パ
ー
ト
も
作
ら
れ
て

い
る
。
あ
る
保
護
者
は

「ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
早
く

一
人
暮
ら
し
を
し

な
が
ら
大
学
に
通
え
る
よ
う
に
な
る
と
は
思

っ
て
も
み
な
か

っ
た
」

と
語

っ
た
。
大
学
を
中
心
に
し
て
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
向
け
地
域
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
本
学
が
障
害
者
特
別
入
試
を
実
施
し
四
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、

学
内
設
備
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
増
設
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
、
主
要
出
入
り
口
の
自
動
ド
ア
化
、
さ
ら
に
は

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
制
度
の
充
実
等
を
行

っ
て
き
た
。
こ
れ
は
と
に
か
く

障
害
が
あ

っ
て
も
そ
れ
を
学
習
上
の
バ
リ
ア
ー
に
は
し
な
い
と

い
う

理
念
で
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
障
害
学
生
と
の
懇
談
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
声
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
突
き

つ
け
ら
れ
て
お
り
、
今
後

の
支
援
の
あ
り
方
に
向
け
て
検
討
を
要
す
る
。

当
初
、
本
学
の
障
害
学
生
の
受
け
入
れ
の
基
本
姿
勢
は
、
受
験
す

る
側
に

「大
学
の
現
状
の
理
解
」
を
も
と
め
、
そ
の
上
で
と
も
に
環

境
を
整
え

て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
「受

け
入
れ
が
先
か
、
環

境
整
備
が
先
か
」
と

い
う
議
論
の
回
答
に
は
な

っ
た
が
、

一
定
の
整

備
が
な
さ
れ
て
き
た
現
在
で
は
、
具
体
的
な
対
応
を
考
え
る
指
針
に

は
不
足
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
早
急
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
く

つ
か
の
課
題
も
あ
る
。

障
害
者
特
別
入
試
に
よ
っ
て
入
学
し
た
学
生
を
含
め
、
現
在
、
障
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害
学
生

の
中
に
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
教
育
実
習
、
社
会
福
祉
実

習
を
受
講
す
る
学
生
が
増
え
、
学
外
で
学
ぶ
機
会
も
多
く
な

っ
て
い

る
。
も
と
よ
り
大
学
教
育
は
近
隣
地
域
と
の
様
々
な
連
携
を
も

っ
て

展
開
さ
れ
る
が
、
障
害
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
実
習
に
は
よ

り
緊
密
な
事
前

・
事
後
の
連
絡

・
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
社
会
福
祉

施
設
実
習
に
限
れ
ば
、
受
け
入
れ
先
の
選
定
か
ら
困
難
が
あ
り
、
大

学
と
実
習
先
と
の
認
識
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
埋
め
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の

「障
害
学
生
の
社
会
福
祉
施
設
実
習
」

は
別
稿
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
当

事
者
参
加
の
理
念
を
ど
の
よ
う
に
社
会
福
祉
現
場
が
受
け
止
め
る
の

か
問
う

こ
と
に
な
る
が
、
教
育
機
関
の
み
で
解
決
は
は
か
れ
な
い
課

題
で
あ
る
。

ま
た
関
連
し
て
キ
ャ
リ
ア

・
サ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
も
障
害
の
あ
る

学
生
に
適
し
た
情
報
が
少
な
い
と
の
指
摘
が
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

県
内
外

の
専
門
機
関
と
の
連
携
は
必
須
で
あ
る
。

本
学

で
は

「情
報
保
障
技
術
Ⅰ
～
Ⅲ
」
（手
話
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
、

点
字
）、

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
な
ど
を
開
講
し
、
サ
ポ
ー
ト
の
担

い
手
を
側
面
的
に
支
え
る
体
制
を
作

っ
て
い
る
が
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア

の
広
が
り
に
比
し
、
「心
の
バ
リ
ア
ー
」
を

い
か
に
解
く
か
が
や
は

り
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
障
害
の
あ
る
学
生
自
身
の
課
題
で
も
あ

り
、
私
見
で
は
あ
る
が
、
ピ
ア

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ピ
ア

・
サ
ポ

ー
ト
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
自
分
の
障
害
と
正
面
か
ら
向
き
合
う
力

量
を
涵

養
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
自
立
生
活
を
し
て
い
る
障

害
当
事
者
を
講
師
と
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
と
な
る
。

今
後
も
多
様
な
障
害
が
あ
る
学
生
が
入
学
し

て
く
る
は
ず
で
あ

る
。

一
つ
の
大
学
で
は
も
ち
ろ
ん
限
界
は
あ
る
が
、
当
該
大
学
の
教

育
理
念
に
合
致
し
た
学
ぶ
能
力
と
自
立
す
る
意
欲
が
十
分
に
認
め
ら

れ
る
な
ら
ば

「門
」
は
開
く
べ
き
で
あ
り
、
本
学
も
努
力
し
て
い
き
た

い
。
そ
れ
は
大
学
が
持

つ
社
会
的
使
命
を
果

た
す
の
み
な
ら
ず
、

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

の
原
義
と
は
本
来
そ
の
よ
う
な
も

の
で
は
な
か

っ
た
ろ

う
か
。
新
た
な
文
化
的
一
社
会
的
創
造
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
大

学
教
育

の
理
念
か
ら
も
要
請
さ
れ
て
い
る
課
題

で
あ
る
は
ず

で
あ

る
。

（注
1
）
全
国
障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
編
集
発
行

「大
学
案
内
二
〇
〇

一
障
害
者
版
」
二
〇
〇
〇
年

一
二
月

（注
2
）
東
京
都
教
育
庁
総
務
部
教
育
情
報
課

『平
成

一
六
年
度

東
京

都
公
立
学
校

一
覧
』

（注
3
）
大
阪
府
企
画
調
整
部
統
計
課
事
業
所

『大
阪
の
学
校
統
計

（平

成

一
五
年
度
確
報
）』

（注
4
）
平
成

一
六
年
度
在
学
し
て
い
る
障
害
学
生
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

産
業
社
会
学
部

”聴
覚
障
害
四
名
、
視
覚
障
害

一
名
、
肢
体
不
自
由

一
名
／
社
会
福
祉
学
部

一聴
覚
障
害
九
名
、
視
覚
障
害
四
名
、
肢
体

不
自
由

一
一
名
、
内
部
障
害
二
名
／
合
計
三
二
名
で
あ
る
。

（注
5
）
A
f
f
i
r
m
a
t
i
v
e
 
A
c
t
i
o
n

（差
別
修
正
措
置
）
原
理
に
も
と
つ
く
障

害
者
特
別
入
試
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
る
。
究
極
的
に
は
そ
の

よ
う
な
対
応
を
必
要
と
し
な
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
が
、

わ
が
国
の
現
状
で
は
選
択
肢
と
し
て
の
意
義
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

検
討
す
べ
き
課
題
で
は
あ
る
。

論
文L

D
、
A
D
H
D
、
高
機
能
自
閉
症
の
児
童
生
徒
及
び

学
生
の
支
援
の
現
状
と
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
課
題

佐

藤

克

敏

（独
立
行
政
法
人
国
立
特
殊
教
育
総
合
研
究
所
主
任
研
究
官
）

小

・
中
学
校
に
お
け
る
取
組
の
概
要

小

・
中
学
校
で
は
、
現
在
全
般
的
な
知
的
発
達
の
遅
れ
が
な
い
学

習
障
害

（以
下
L
D
）
、
注
意
欠
陥
／
多
動
性
障
害

（以
下
A
D
H

D
）
、
高

機
能
自
閉
症
も
し
く
は
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

（以
下
高

機
能
自
閉
症
等
と
し
て
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
を
含
む
）
に
対
し
て
、

適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
の
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

L
D
、
A
D
H
D
、
高
機
能
自
閉
症
等
に
つ
い
て
、
文
部
省

（
一

九
九
九
）
及
び
文
部
科
学
省

（二
〇
〇
三
）
で
は
、
次

の
よ
う
に
定

義
し
て
い
る
。

【定
義
】

L
D

（学
習
障
害
）
：「学
習
障
害
と
は
、
基
本
的
に
は
全
般
的
な
知

的
発
達
に
遅
れ
は
な
い
が
、
聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
、
計
算

す
る
、
推
論
す
る
能
力
の
う
ち
特
定
の
も

の
の
習
得
と
使
用
に
著

し
い
困
難
を
示
す
様
々
な
状
態
を
指
す
も

の
で
あ
る
。
学
習
障
害

は
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
中
枢
神
経
系
に
何
ら
か
の
機
能
障
害
が

あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
視
覚
障
害
、
聴
覚

障
害
、
知
的
障
害
、

情
緒
障
害
な
ど
の
障
害
や
、
環
境
的
な
要
因

が
直
接
の
原
因
と
な

る
も
の
で
は
な
い
。」
（報
告
、

一
九
九
九

・
七
）

A
D
H
D

（注
意
欠
陥
／
多
動
性
障
害
）
：
「A
D
H
D
と
は
、
年
齢

あ
る
い
は
発
達
に
不
釣
り
合
い
な
注
意
力
、
及
び
／
又
は
衝
動
性
、

多
動
性
を
特
徴
と
す
る
行
動
の
障
害
で
、
社
会
的
な
活
動
や
学
業

の
機
能
に
支
障
を
き
た
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
七
歳
以
前
に
現

れ
、
そ
の
状
態
が
継
続
し
、
中
枢
神
経
系
に
何
ら
か
の
要
因
に
よ

る
機
能
不
全
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。」

（最
終
報
告
、
二
〇
〇

三

・
三
）




